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内容概説
化学物質対策を考える際には、ヒトの健康影響だけでなく、生態系への影響も含め、総合的・体系的な対策が必要である。本書では、我が国ではこれまで余り考慮されてこなかった化学物質等の生態系への影響について解説している。内分泌攪乱化学物質、ダイオキシン等を含む生態毒性学（エコトキシコロジー）に関する研究及び各種試験・評価方法の国際的な動向と最新の知見を紹介する．

序論　エコトキシコロジーとは

１章 我が国での生態系保存に向けた新たな動き

２章 国際機関における化学物質の安全対策

３章 水生生物を用いた毒性試験

４章 試験生物種や発育段階と毒性

５章 試験時の水質変化と毒性

６章 慢性毒性値の推定方法

７章 毒性発現の作用様式(mode of action)

８章 構造活性相関

９章 化学物質の水性生物への複合毒性

１０章　水生生物への蓄積と濃縮

１１章　生分解性と生体内変化

１２章　野生生物で生じているホルモンの大攪乱

１３章　ダイオキシン類のエコトキシコロジー

１４章　界面活性剤のエコトキシコロジー

１５章　GESAMPの有害性評価手順の改定

１６章　米国における水質管理への適用

１７章　生態リスク評価の実施例

付録　OECDガイドライン

付表１　各国基準のクライテリアまたはガイドライン

付表２　主要魚名一覧

付表３　主要略語一覧
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